
　　調査地域　平塚市、厚木市、相模原市、大和市、

　　全調査先　当金庫取引先　３１９先

　　回答先数　当金庫取引先　３１５先

(内訳） 製造業：６３先

卸売業：１９先

小売業：４７先

サービス業：７３先 　ＤＩがプラスであれば上向き、０であれば現状維持、

建設業：８３先

不動産業：３０先

　　回答率　　 ９８．７％

2022年
1-3月期

2022年
4-6月期

2022年
7-9月期

2022年
10-12月期

2023年
1-3月期

2023年
4-6月期

（前期） （当期） （予想）

製造業

卸売業

小売業

サービス業

建設業

不動産業

全業種

伊勢原市、秦野市、座間市、

海老名市、茅ヶ崎市、高座郡、愛甲郡

　　○概要 ○調査方法

　　調査時期　　　　令和５年３月上旬 当金庫職員による面接聞き取り方式、または、

調査先による直接記入・回収方式

○分析方法
ＤＩ（Diffusion Index）

　ＤＩとは、各質問項目に対して「良い（増加・上昇)」

と回答された企業の割合から「悪い（減少・下降）」

と回答された企業の割合を差引いて算出した指標です。

低調 好調

マイナスであれば下向きというように判断できます。

業況ＤＩの推移（業種別ＤＩ天気図）

第45回 景気動向レポート
2023年1～3月期



良い 普通 悪い

増加 変らず 減少

○収益ＤＩ

1

○売上ＤＩ

　

○業況ＤＩ

24.1 

15.9 

14.9 

53.3 

52.4 

58.7 

22.5 

31.7 

26.3 

前期

当期

予想

収益ＤＩ

34.6 

25.7 

20.0 

47.3 

48.6 

55.9 

18.1 

25.7 

24.1 

前期

当期

予想

売上ＤＩ

2023年1～3月期の当金庫営業地区内における業況DIは、対前期比▲3.5ﾎﾟｲ
ﾝﾄの▲2.2と悪化。卸売業・小売業・建設業・不動産業が改善、製造業・サー
ビス業は悪化となりました。
売上DIについては、対前期比▲16.5ﾎﾟｲﾝﾄの0.0となり、収益DIは対前期比

▲17.4ﾎﾟｲﾝﾄの▲15.8となりました。
その他のDIでは、販売・料金・請負価格DIは対前期比▲8.2ﾎﾟｲﾝﾄの22.0とな

り7期ぶりの低下、仕入・原材料・材料価格DIは対前期比＋2.4ﾎﾟｲﾝﾄの59.0と
なり3期ぶりの上昇、資金繰りDIは対前期比▲5.1ﾎﾟｲﾝﾄの▲11.1と2期連続の
低下となりました。
来期（2023年4～6月期）の業況予想では、サービス業・不動産業を除く全

業種で悪化を予想しており、全業種総合業況DIは、対当期比▲1.9ﾎﾟｲﾝﾄの
▲4.1と悪化を見込んでいます。

DI

DI

24.2 

23.2 

18.1 

52.9 

51.4 

59.7 

22.9 

25.4 

22.2 

前期

当期

予想

業況ＤＩ DI

当期 予想主要ＤＩ構成

全 業 種
今期：業況・売上・収益ＤＩ共に悪化

来期：業況・売上ＤＩは悪化、収益ＤＩは改善の見込み

業況DIは、対前期比▲3.5ﾎﾟｲﾝﾄの▲2.2(前年同

期▲14.4・前回予想との差＋2.6)となりました。

今後の業況DIは、サービス業・不動産業を除く

全業種で悪化を予想しており、対当期比▲1.9ﾎﾟ

ｲﾝﾄの▲4.1と悪化を見込んでいます。

売上DIは、対前期比▲16.5ﾎﾟｲﾝﾄの0.0（前年同

期▲8.8・前回予想との差▲1.9)となりました。

卸売業を除く全業種で悪化したことから、売上

DIは大幅な悪化となりました。今後の売上DIは、

対当期比▲4.1ﾎﾟｲﾝﾄの▲4.1と悪化を見込んでい

ます。

収益DIは、対前期比▲17.4ﾎﾟｲﾝﾄの▲15.8(前年

同期▲16.9・前回予想との差▲10.1）となりまし

た。不動産業を除く全業種で悪化したことから、

収益DIは大幅な悪化となりました。今後の収益DI

は、対当期比＋4.4ﾎﾟｲﾝﾄの▲11.4と改善を見込ん

でいます。

当期 予想

当期 予想

▲2.2

1.3

▲4.1

16.5

0.0

▲4.1

1.6

▲15.8

▲11.4
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（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

全業種（業況・売上・収益ＤＩ）

業況 売上 収益

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

全業種（その他のＤＩ）

販売・料金・請負価格 仕入・原材料・材料価格

資金繰り 人手

ＤＩの推移

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

80.0

60.0 

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

 営業代行

 ビジネスフェア

 パッケージデザイン支援

 テストマーケティング・

プロモーション支援 e.t.c.

詳しくは、最寄りの平塚信用金庫まで

お問い合わせください！

②有料メニュー

 商品サンプルを踏まえ、無料で

Ｗｅｂ会議を実施

 市場動向や商品ブラッシュアップ

をアドバイス

①まずは無料相談

HP Twitter

販路拡大の相談は信用金庫へ

信用金庫業界の地域商社

「しんきん地域ネット」が販路拡大をサポートします！



良い 普通 悪い

増加 変らず 減少

○業況ＤＩ

3

○売上ＤＩ

○収益ＤＩ

-80.0%

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

製造業（業況・売上・収益ＤＩ）

業況 売上 収益

41.9 

31.7 

19.0 

33.9 

42.9 

57.1 

24.2 

25.4 

23.8 

前期

当期

予想

業況ＤＩ

48.4 

30.2 

22.2 

33.9 

54.0 

55.6 

17.7 

15.9 

22.2 

前期

当期

予想

売上ＤＩ

37.1 

20.6 

14.3 

41.9 

57.1 

61.9 

21.0 

22.2 

23.8 

前期

当期

予想

収益ＤＩ

DI

DI

DI

主要ＤＩ構成

製 造 業
主要ＤＩ推移

業況DIは、対前期比▲11.4ﾎﾟｲﾝﾄの6.3(前年同

期▲3.2・前回予想との差＋7.9）と3期ぶりの悪

化となりました。今後の業況DIについては、対

当期比▲11.1ﾎﾟｲﾝﾄの▲4.8と大幅な悪化を見込

んでいます。

売上DIは、対前期比▲16.4ﾎﾟｲﾝﾄの14.3（前年

同期19.1・前回予想との差＋16.0)と大幅な悪化

となりました。今後の売上DIについては、対当

期比▲14.3ﾎﾟｲﾝﾄの0.0と大幅な悪化を見込んで

います。

収益DIは、対前期比▲17.7ﾎﾟｲﾝﾄの▲1.6(前年

同期11.1・前回予想との差＋3.3）と3期ぶりの

悪化となりました。今後の収益DIについては、

対当期比▲7.9ﾎﾟｲﾝﾄの▲9.5と悪化を見込んでい

ます。

当期 予想

当期 予想

当期 予想

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

今期：業況・売上・収益ＤＩ共に悪化

来期：業況・売上・収益ＤＩ共に悪化の見込み

30.7

14.3

0.0

17.7

6.3

▲4.8

▲9.5

▲1.6

16.1



○その他のＤＩ
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【経営課題】
経営上の問題点として挙げられたのは「原

材料高」が58.7%と最も多く、次いで「売上
の停滞・減少」 27.0%、「利幅の縮小」
22.2%、「人手不足」20.6%、「同業者間の競
争の激化」15.9%となりました。

【重点施策】
当面の重点経営施策として挙げられたの

は「販路を広げる」「経費を節減する」が
共に41.3%と最も多く、次いで「人材を確
保する」22.2%、「新製品・技術を開発す
る」14.3%、「工場・機械を増設・移転す
る」11.1%となりました。

-80.0%
-60.0%
-40.0%
-20.0%

0.0%
20.0%
40.0%
60.0%
80.0%

100.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

製造業（その他のＤＩ）

受注残 販売価格 原材料価格
原材料在庫 資金繰り 設備状況

58.7%

27.0%

22.2%

20.6%

15.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

原材料高

売上の停滞・減少

利幅の縮小

人手不足

同業者間の

競争の激化

経営上の問題点

41.3%

41.3%

22.2%

14.3%

11.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

新製品・技術を

開発する

工場・機械を

増設・移転する

重点経営施策

（複数回答、上位５項目） （複数回答、上位５項目）

その他のＤＩ推移

経営課題・重点施策

対前期比でみると、受注残DIは▲13.1ﾎﾟｲﾝﾄの11.1、販売価格DIは▲4.9ﾎﾟｲﾝﾄの27.4、原

材料価格DIは▲2.0ﾎﾟｲﾝﾄの60.3、原材料在庫DIは▲0.1ﾎﾟｲﾝﾄの3.2、資金繰りDIは＋3.4ﾎﾟｲﾝﾄ

の▲11.1、設備状況DIは＋1.8ﾎﾟｲﾝﾄの▲11.1となりました。

今後は、受注残DI・販売価格DI・原材料価格DI・原材料在庫DI、資金繰りDI・設備状況DI

全てで低下を見込んでいます。
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-40.0
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良い 普通 悪い

増加 変らず 減少

○業況ＤＩ

○売上ＤＩ

○収益ＤＩ
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2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

卸売業（業況・売上・収益ＤＩ）

業況 売上 収益

31.6 

21.1 

10.5 

36.8 

63.2 

78.9 

31.6 

15.8 

10.5 

前期

当期

予想

業況ＤＩ

36.8 

42.1 

21.1 

42.1 

36.8 

63.2 

21.1 

21.1 

15.8 

前期

当期

予想

売上ＤＩ

15.8 

10.5 

15.8 

47.4 

47.4 

63.2 

36.8 

42.1 

21.1 

前期

当期

予想

収益ＤＩ

DI

DI

DI

当期 予想主要ＤＩ構成

卸 売 業

主要ＤＩ推移

業況DIは、対前期比＋5.3ﾎﾟｲﾝﾄの5.3(前年同期

▲33.3・前回予想との差＋15.8）と2期連続の改

善となりました。今後の業況DIについては、対当

期比▲5.3ﾎﾟｲﾝﾄの0.0と悪化を見込んでいます。

売上DIは、対前期比＋5.3ﾎﾟｲﾝﾄの21.0(前年同

期▲5.3・前回予想との差＋10.5)と2期連続の改

善となりました。今後の売上DIについては、対

当期比▲15.7ﾎﾟｲﾝﾄの5.3と大幅な悪化を見込ん

でいます。

収益DIは、対前期比▲10.6ﾎﾟｲﾝﾄの▲31.6(前年

同期▲33.3・前回予想との差▲26.3）と大幅な悪

化となりました。今後の収益DIについては、対当

期比＋26.3ﾎﾟｲﾝﾄの▲5.3と大幅な改善を見込んで

います。

当期 予想

当期 予想

40.0
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-20.0

-40.0

-60.0

-80.0

今期：業況・売上ＤＩは改善、収益ＤＩは悪化

来期：収益ＤＩは改善、業況・売上ＤＩは悪化の見込み

0.0

0.0

5.3

15.7

▲5.3

▲21.0

▲31.6

21.0

5.3



○その他のＤＩ
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【経営課題】
経営上の問題点として挙げられたのは「同

業者間の競争の激化」が36.8%と最も多く、
次いで「利幅の縮小」「仕入先からの値上げ
要請」が共に31.6%、「人手不足」26.3%、
「売上の停滞・減少」が15.8%となりまし
た。

【重点施策】
当面の重点経営施策として挙げられたの

は「販路を広げる」が68.4%と最も多く、
次いで「情報力を強化する」52.6%、「経
費を節減する」42.1%、「人材を確保す
る」26.3%、「機械化を推進する」10.5%と
なりました。

68.4%

52.6%

42.1%

26.3%

10.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

販路を広げる

情報力を強化する

経費を節減する

人材を確保する

機械化を推進する

重点経営施策

36.8%

31.6%

31.6%

26.3%

15.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

同業者間の競争の激化

利幅の縮小

仕入先からの

値上げ要請

人手不足

売上の停滞・減少

経営上の問題点

（複数回答、上位５項目） （複数回答、上位５項目）
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（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

卸売業（その他のＤＩ）

販売価格 仕入価格 在庫 資金繰り 設備状況

その他のＤＩ推移

経営課題・重点施策

対前期比でみると、販売価格DIは＋10.5ﾎﾟｲﾝﾄの36.8、仕入価格DIは▲5.3ﾎﾟｲﾝﾄの57.9、在

庫DIは＋10.5ﾎﾟｲﾝﾄの15.8、資金繰りDIは＋5.2ﾎﾟｲﾝﾄの▲5.3、設備状況DIは▲5.2ﾎﾟｲﾝﾄの

▲10.5となりました。今後は、資金繰りDIは上昇、販売価格DI・仕入価格DI・在庫DI・設備

状況DIは低下を見込んでいます。
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○収益ＤＩ

○売上ＤＩ

○業況ＤＩ
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小売業（業況・売上・収益ＤＩ）

業況 売上 収益

12.8 

12.8 

10.6 

57.4 

59.6 

61.7 

29.8 

27.7 

27.7 

前期

当期

予想

業況ＤＩ

34.0 

19.1 

12.8 

55.3 

51.1 

66.0 

10.6 

29.8 

21.3 

前期

当期

予想

売上ＤＩ

21.3 

12.8 

8.5 

61.7 

51.1 

66.0 

17.0 

36.2 

25.5 

前期

当期

予想

収益ＤＩ

DI

DI

DI

当期 予想

当期 予想

当期 予想

主要ＤＩ構成

小 売 業

主要ＤＩ推移

業況DIは、対前期比＋2.1ﾎﾟｲﾝﾄの▲14.9(前年

同期▲54.3・前回予想との差＋8.5)と2期連続

の改善となりました。今後の業況DIについては、

対当期比▲2.2ﾎﾟｲﾝﾄの▲17.1と悪化を見込んで

います。

売上DIは、対前期▲34.1ﾎﾟｲﾝﾄの▲10.7(前年

同期▲32.6・前回予想との差▲17.1)と大幅な悪

化となりました。今後の売上DIについては、対

当期比＋2.2ﾎﾟｲﾝﾄの▲8.5と改善を見込んでいま

す。

収益DIは、対前期比▲27.7ﾎﾟｲﾝﾄの▲23.4(前

年同期▲37.0・前回予想との差▲21.3)と大幅な

悪化となりました。今後の収益DIについては、

対当期比＋6.4ﾎﾟｲﾝﾄの▲17.0と改善を見込んで

います。
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20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

今期：業況ＤＩは改善、売上・収益ＤＩ共に悪化

来期：売上・収益ＤＩ共に改善、業況ＤＩは悪化の見込み

▲17.1

▲17.0

▲8.5

23.4

▲17.0

4.3

▲23.4

▲10.7

▲14.9
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【経営課題】
経営上の問題点として挙げられたのは「利

幅の縮小」が36.2%と最も多く、次いで「売
上の停滞・減少」34.0%、「仕入先からの値
上げ要請」29.8%、「同業者間の競争の激
化」17.0%、「人手不足」12.8%となりまし
た。

【重点施策】
当面の重点経営施策として挙げられたの

は「経費を節減する」が46.8%と最も多
く、次いで「売れ筋商品を取扱う」
23.4%、「品揃えを改善する」21.3%、「宣
伝・広告を強化する」19.1%、「教育訓練
を強化する」12.8%となりました。

36.2%

34.0%

29.8%

17.0%

12.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

利幅の縮小

売上の停滞・減少

仕入先からの値上げ要請

同業者間の競争の激化

人手不足

経営上の問題点

（複数回答、上位５項目）

46.8%

23.4%

21.3%

19.1%

12.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

経費を節減する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを改善する

宣伝・広告を強化する

教育訓練を強化する

重点経営施策

（複数回答、上位５項目）

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

小売業（その他のＤＩ）

販売価格 仕入価格 在庫 資金繰り 設備状況

その他のＤＩ推移

経営課題・重点施策

対前期比でみると、販売価格DIは▲10.6ﾎﾟｲﾝﾄの38.3、仕入価格DIは＋8.5ﾎﾟｲﾝﾄの59.6、在

庫DIは＋10.6ﾎﾟｲﾝﾄの2.1、資金繰りDIは▲14.9ﾎﾟｲﾝﾄの▲23.4、設備状況DIは▲6.4ﾎﾟｲﾝﾄの

▲17.0となりました。今後は、資金繰りDI・設備状況DIは上昇、販売価格DI・仕入価格DI・

在庫DIは低下を見込んでいます。

60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0
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○業況ＤＩ

○売上ＤＩ

○収益ＤＩ

21.9 

15.1 

12.3 

56.2 

50.7 

64.4 

21.9 

34.2 

23.3 

前期

当期

予想

業況ＤＩ

28.8 

17.8 

12.3 

52.1 

50.7 

58.9 

19.2 

31.5 

28.8 

前期

当期

予想

売上ＤＩ

20.5 

9.6 

9.6 

54.8 

52.1 

61.6 

24.7 

38.4 

28.8 

前期

当期

予想

収益ＤＩ

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

サービス業（業況・売上・収益ＤＩ）

業況 売上 収益

DI

DI

DI

当期 予想
主要ＤＩ構成

サービス業

主要ＤＩ推移

業況DIは、対前期比▲19.1ﾎﾟｲﾝﾄの▲19.1(前年

同期▲9.6・前回予想との差▲13.6）と大幅な悪

化となりました。今後の業況DIについては、対当

期比＋8.1ﾎﾟｲﾝﾄの▲11.0と改善を見込んでいます。

売上DIは、対前期比▲23.3ﾎﾟｲﾝﾄの▲13.7(前年

同期▲11.0・前回予想との差▲13.7）と大幅な

悪化となりました。今後の売上DIについては、

対当期比▲2.8ﾎﾟｲﾝﾄの▲16.5と悪化を見込んで

います。

収益DIは、対前期比▲24.6ﾎﾟｲﾝﾄの▲28.8(前年

同期▲13.7・前回予想との差▲20.6)と大幅な悪

化となりました。今後の収益DIについては、対

当期比＋9.6ﾎﾟｲﾝﾄの▲19.2と改善を見込んでい

ます。

当期 予想

当期 予想

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

今期：業況・売上・収益ＤＩ共に悪化

来期：業況・収益ＤＩは改善、売上ＤＩは悪化の見込み

▲11.0

0.0

▲16.5

9.6

▲13.7

▲19.1

▲28.8

▲19.2

▲4.2
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【経営課題】
経営上の問題点として挙げられたのは「人

手不足」が38.4%と最も多く、次いで「売上
の停滞・減少」32.9%、「人件費の増加」
24.7%、「材料価格の上昇」21.9%、「同業者
間の競争の激化」15.1%となりました。

【重点施策】
当面の重点経営施策として挙げられたの

は「経費を節減する」が42.5%と最も多く、
次いで「販路を広げる」34.2%、「人材を確
保する」32.9%、「技術力を強化する」
13.7%、「教育訓練を強化する」12.3%とな
りました。

38.4%

32.9%

24.7%

21.9%

15.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

人手不足

売上の停滞・減少

人件費の増加

材料価格の上昇

同業者間の競争の激化

経営上の問題点

（複数回答、上位５項目）

42.5%

34.2%

32.9%

13.7%

12.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

経費を節減する

販路を広げる

人材を確保する

技術力を強化する

教育訓練を強化する

重点経営施策

（複数回答、上位５項目）

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

サービス業（その他のＤＩ）

料金価格 材料価格 資金繰り 設備状況

その他のＤＩ推移

経営課題・重点施策

対前期比でみると、料金価格DIは▲2.5ﾎﾟｲﾝﾄの15.3、材料価格DIは＋7.9ﾎﾟｲﾝﾄの47.9、資

金繰りDIは▲15.0ﾎﾟｲﾝﾄの▲12.3、設備状況DIは＋1.7ﾎﾟｲﾝﾄの▲9.6となりました。今後は設

備状況DIは上昇、料金価格DI・材料価格DI・資金繰りDIで低下を見込んでいます。

60.0

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0
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○売上ＤＩ

○収益ＤＩ

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

建設業（業況・売上・収益ＤＩ）
業況 売上 収益

22.9 

34.9 

28.9 

60.2 

44.6 

47.0 

16.9 

20.5 

24.1 

前期

当期

予想

業況ＤＩ

32.1 

32.5 

24.1 

48.8 

39.8 

47.0 

19.0 

27.7 

28.9 

前期

当期

予想

売上ＤＩ

20.2 

20.5 

16.9 

60.7 

47.0 

50.6 

19.0 

32.5 

32.5 

前期

当期

予想

収益ＤＩ

DI

DI

DI

当期 予想

当期 予想

当期 予想

主要ＤＩ構成

建 設 業

主要ＤＩ推移

業況DIは、対前期比＋8.4ﾎﾟｲﾝﾄの14.4(前年同期

2.4・前回予想との差＋13.2)と3期連続の改善とな

りました。今後の業況DIについては、対当期比

▲9.6ﾎﾟｲﾝﾄの4.8と悪化を見込んでいます。

売上DIは、対前期比▲8.3ﾎﾟｲﾝﾄの4.8(前年同期

▲14.3・前回予想との差＋2.4)と3期ぶりの悪化と

なりました。今後の売上DIについては、対当期比

▲9.6ﾎﾟｲﾝﾄの▲4.8と悪化を見込んでいます。

収益DIは、対前期比の▲13.2ﾎﾟｲﾝﾄの▲12.0(前年

同期▲23.9・前回予想との差▲8.5）と大幅な悪化

となりました。今後の収益DIについては、対当期

比▲3.6ﾎﾟｲﾝﾄの▲15.6と悪化を見込んでいます。

40.0

20.0

0.0

-20.0

-40.0

-60.0

今期：業況ＤＩは改善、売上・収益ＤＩは悪化

来期：業況・売上・収益ＤＩ共に悪化の見込み

4.8

6.0

▲4.8

13.1

▲15.6

▲12.0

1.2

14.4

4.8
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【重点施策】
当面の重点経営施策として挙げられたの

は「経費を節減する」が56.6%と最も多
く、次いで「人材を確保する」49.4%、
「販路を広げる」37.3%、「技術力を高め
る」16.9%、「教育訓練を強化する」9.6%
となりました。

【経営課題】
経営上の問題点として挙げられたのは「材

料価格の上昇」が60.2%と最も多く、次いで
「人手不足」41.0%、「利幅の縮小」19.3%、
「売上の停滞・減少」16.9％、「下請の確保
難」14.5%となりました。

60.2%

41.0%

19.3%

16.9%

14.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

材料価格の上昇

人手不足

利幅の縮小

売上の停滞・減少

下請の確保難

経営上の問題点

（複数回答、上位５項目）

56.6%

49.4%

37.3%

16.9%

9.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

経費を節減する

人材を確保する

販路を広げる

技術力を高める

教育訓練を

強化する

重点経営施策

（複数回答、上位５項目）

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

建設業（その他のＤＩ）

受注残 施工高 請負価格 材料価格
在庫 資金繰り 設備状況

その他のＤＩ推移

経営課題・重点施策

対前期比でみると、受注残DIは▲8.3ﾎﾟｲﾝﾄの9.6、施工高DIは▲11.9ﾎﾟｲﾝﾄの6.0、請負価

格DIは▲13.0ﾎﾟｲﾝﾄの12.0、材料価格DIは＋9.3ﾎﾟｲﾝﾄの78.3、在庫DIは＋6.1ﾎﾟｲﾝﾄの4.9、資

金繰りDIは＋2.3ﾎﾟｲﾝﾄの▲7.2、設備状況DIは＋1.1ﾎﾟｲﾝﾄの▲6.0となりました。今後は、受

注残DI・施工高DI・請負価格DI・材料価格DI・在庫DI・資金繰りDI・設備状況DI全てで低下

を見込んでいます。
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○業況ＤＩ

○売上ＤＩ

○収益ＤＩ

-30.0%

-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

不動産業（業況・売上・収益ＤＩ）

業況 売上 収益

10.0 

10.0 

16.7 

66.7 

70.0 

73.3 

23.3 

20.0 

10.0 

前期

当期

予想

業況ＤＩ

26.7 

16.7 

33.3 

50.0 

60.0 

53.3 

23.3 

23.3 

13.3 

前期

当期

予想

売上ＤＩ

26.7 

16.7 

33.3 

43.3 

63.3 

53.3 

30.0 

20.0 

13.3 

前期

当期

予想

収益ＤＩ

DI

DI

DI

当期 予想

当期 予想

主要ＤＩ構成

不動産業

主要ＤＩ推移

業況DIは、対前期比＋3.3ﾎﾟｲﾝﾄの▲10.0（前年

同期▲23.3・前回予想との差▲16.7)の改善とな

りました。今後の業況DIについては、対当期比＋

16.7ﾎﾟｲﾝﾄの6.7と大幅な改善を見込んでいます。

売上DIは、対前期比▲10.0ﾎﾟｲﾝﾄの▲6.6（前年

同期▲13.3・前回予想との差▲6.6)と3期ぶりの

悪化となりました。今後の売上DIについては、

対当期比＋26.6ﾎﾟｲﾝﾄの20.0と大幅な改善を見込

んでいます。

収益DIは、対前期比±0.0ﾎﾟｲﾝﾄの▲3.3(前年同

期▲23.4・前回予想との差＋10.0)の横這いとな

りました。今後の収益DIについては、対当期比＋

23.3ﾎﾟｲﾝﾄの＋20.0と大幅な改善を見込んでいま

す。

当期 予想

30.0

20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

今期：業況ＤＩは改善、収益ＤＩは横這い、売上ＤＩは悪化

来期：業況・売上・収益ＤＩともに改善の見込み

6.7

▲13.3

20.0

3.4

20.0

▲3.3

▲6.6

▲3.3

▲10.0
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【経営課題】
経営上の問題点として挙げられたのは「商

品物件の不足」「商品物件の高騰」が共に
50.0%と最も多く、次いで「同業者間の競争
の激化」30.0%、「利幅の縮小」26.7%、「人
手不足」23.3%となりました。

【重点施策】
当面の重点経営施策として挙げられたの

は「情報力を強化する」が46.7%と最も多
く、次いで「宣伝・広告を強化する」
43.3%、「経費を節減する」36.7%、「人材
を確保する」23.3%、「販路を広げる」
20.0%となりました。

46.7%

43.3%

36.7%

23.3%

20.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

経費を節減する

人材を確保する

販路を広げる

重点経営施策

（複数回答、上位５項目）

-80.0%

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

2019.12 2020.3 2020.6 2020.9 2020.12 2021.3 2021.6 2021.9 2021.12 2022.3 2022.6 2022.9 2022.12

（前期）

2023.3

（当期）

2023.6

(予想）

不動産業（その他のＤＩ）

販売価格 仕入価格 在庫 資金繰り

50.0%

50.0%

30.0%

26.7%

23.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

商品物件の不足

商品物件の高騰

同業者間の競争の激化

利幅の縮小

人手不足

経営上の問題点
（複数回答、上位５項目）

その他のＤＩ推移

経営課題・重点施策

対前期比でみると、販売価格DIは▲23.3ﾎﾟｲﾝﾄの20.0、仕入価格DIは▲23.3ﾎﾟｲﾝﾄの30.0、

在庫DIは＋16.6ﾎﾟｲﾝﾄの▲36.7、資金繰りDIは▲10.0ﾎﾟｲﾝﾄの▲3.3となりました。今後は、資

金繰りDIは上昇、販売価格DI・仕入価格DI・在庫DIは低下を見込んでいます。
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中小企業におけるデジタル化への対応について 

単位：(％) 

特別調査 

 １ 2023 年 10 月に開始予定の「インボイス制

度」へ向けて、インボイス発行事業者への登

録申請にどのように対応していますか。 
 ２ 

電子帳簿保存法（電帳法）の改正について、

認知度・対応をお答えください。 

 ３  ４
これまで行ってきたデジタル化投資の費用

対効果についての満足度及び今後のデジタ

ル化投資計画についてお答えください。 

デジタル化を進めるに際しての問題点・課題

として、どのようなものが考えられますか。 

（最大 3 つまでの複数回答） 

 平塚信用金庫 営業統括部 
   平塚市紅谷町１１―１９ 

（℡０４６３－２４－３０３１） 

18.1%

65.7%

13.3%

2.9%

28.9%

42.6%

19.0%

2.8%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

内容までよく知っている

意味はある程度わかる

名前しか知らない

聞いたことがない

対応できている

一部対応できている

対応できていない

電子データの授受をしていない

よくわからない

 認知度 

 対応 

3.2%

42.2%

29.5%

3.2%

21.9%

23.5%

56.9%

0.3%

19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

大いに満足している

やや満足している

あまり満足していない

まったく満足していない

デジタル化投資の実施なし

拡充する予定

現状維持の予定

縮小する予定

デジタル化投資は行わない

 デジタル化投資の満足度 

 今後のデジタル化投資の計画 

27.3%

27.0%

26.7%

24.1%

18.7%

16.8%

16.5%

4.1%

21.3%

0% 10% 20% 30%

導入・維持にかかる

コスト負担が大きい

セキュリティの確保への不安

情報分野に長けた社員の不足

費用対効果の把握が困難

トラブル発生時の対応が困難

技術革新が速すぎて

対応しきれない

活用方法に関する知識の不足

経営者・社員が

必要と感じていない

特に問題点・課題はない

既に登録申請を

行った 90%

まだ登録申請を

していない 9%

「インボイス制度」

自体がわからない

1%


